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あなたにとっての本は？

https://www.las2005.com

　シュメール人が、紀元前 3100 年頃、粘土板にく

さび形の文字をきざみはじめました。それが具体的

な文字の最古のものと思われます。シュメール人の

遺跡からは、多数の楔形文字のもととなった絵文字

をきざんだ粘土板が見つかっており、それらのほと

んどは、奴隷や家畜、物品の数をかぞえ、穀物の量

をはかり、土地面積を計算するという、生活や行政・

経済上の記録として用いられたといいます。今でも

楔形文字の完全な解読はできていませんが太古の人

たちの文字に込められた当時の生活がさまざまに想

像されます。今でも新書を開くとき、私が最初の絵

本を子供の頃に開いた時に感じた、なんとも言えな

い憧れやワクワク感が起こります。本を作った作家

だけではなく、文章の字体や絵描きさんの絵と紙の

質感、印刷の美しさや本の表紙や背表紙まで、多く

の本に関わる人たちの作品に込める思いや情熱、願

いに、なぜだか分かりませんが、ドキドキします。

面白そうな本と出会う時、その本に込められている

多くの人たちの息遣いや願いに共感できる瞬間に、

本と出会えた実感が湧き上がります。

　『チ。―地球の運動について―』（魚　豊作・画）は、

最近読んだ中でその実感が持てた本です。

　舞台の 15世紀のヨーロッパでは人々が、異端思

想を持っただけでが火あぶりに処せられていた時代

に天体観測を通じて当時の絶対的権威であった天動

説に対して、真理を追及していく賢者たちの悲劇的

な物語です。どのような迫害にあっても科学と数学

によって証明される宇宙の真理の美しさに人は惹

かれ、探究し続けていく姿を生々しく描いていま

す。そこには、地道に命懸けで測定されてきた多

くの科学者の地動説の証拠となる星座の動きや数

学的根拠本が記された本が重要なアイテムとして

扱われます。地動説は異端思想として摘発され処

刑される危険思想でしたが、その真理を記した本

は、真理を求める人に読まれ、守られていきます。

私は教育者として、星の環会から「地球環境から

学ぼう！私たちの未来」を監修し出版させて頂き、

現在光村図書で小学校６年生の国語の教科書に推

薦されたという過分な名誉を頂きました。イラス

ト、デザインを描く人、似顔絵描きさん、多くの方々

に関わって頂きました。

　近年、社会をアルゴリズムやプログラムで解釈

しようとしている評論家たちが現れ、さらには IT

企業によって対話型生成系 AI( チャット GPT) が発

表されました。人工知能が膨大なデータから人間

が思考するようなパターンと好みを学習し、ベス

トセラー作家として登場するのではないかと危惧

されています。「本」は生身の人間がデータやパター

ンを超えた、真理への探究心や好奇心を刺激し、

人間の持つ心の響き合いや共感を刺激する、多く

の人々の共同作業による人類の財産です。あなた

が本を開くとき、そこには多くの人々の思いや願

い、真実が感じられる瞬間があるかもしれません。

そういう多くの本が皆さんの人生を豊かにしてい

くのだと信じて疑いません。（しおせ おさむ）

●あなたにとっての本は？
●「14歳の世渡り術」が、できること
　／で、できること。
●学校図書館に異動になって一年
●ＤＭかたろぐ

塩瀬　治

https://www.las2005.com
https://www.y-history.net/appendix/wh0101-009.html
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●本作りはこうして始まる

　「14 歳の世渡り術」は、「知ることは、生き延び

ること」というコピーのもと 2007 年に刊行した中

学生向けのシリーズで、ラインナップは現在 100

点を超える。扱う範囲は進路や人間関係の悩みか

ら、貧困や依存症といった社会問題まで幅広く、

中心読者のヤングアダルト層（13 〜 18 歳）に加

えて、大学生や大人の方が学び直したいから、と

手にしてくださることも多い。これまでに『学校

では教えてくれない生活保護』（雨宮処凛）、『お金

に頼らず生きたい君へ』（服部文祥）、『妄想古文』

（三宅香帆）、『タガヤセ！日本「農水省の白石さん」

が農業の魅力教えます』（白石優生）などを刊行し

てきた。

　14 歳編集部の固定メンバーは現在 8 人。月に一

度の会議では、2 時間ほどかけて、それぞれが持

ち寄った企画を検討する。

　この人に、こんなテーマで本を書いてもらおう、

とか、最近ならコロナ禍で遠出は難しいから「旅」

をテーマにしたアンソロジーを作ろう、とか。生

活保護について知っておくことは、自分が使える

権利を知ることだから、若い読者にこそ読んでほ

しい、とか。会議は侃侃諤諤、座布団が飛ぶ、ミ

カンが飛ぶ……といった激しさはないけれど、編

集者たちはみな、それぞれの胸の内を、目指すと

ころを言葉にして、その本がなぜなくてはならな

●フグの心、人の心

　その生き物の名前は、偶然見たドキュメンタリー

番組で知った。

　アマミホシゾラフグ。

　奄美大島周辺に生息し、オスは海底の砂を使っ

て複雑なミステリーサークルを作る。貝殻やサン

ゴの欠片を飾りのように並べ、メスをひたすら待

つ。気に入られれば求愛、繁殖、産卵…となるけ

れど、悲しいかな、誰の関心も引かないことだっ

てある。

　なんだか、若い人に向けた本作りに似ているな。

この話を聞いた時、そう思った。これだと決めた

テーマで、著者で、1 冊の本を作る。出来上がっ

た本は、この世に 1 つしかないのは間違いない。

けれど、気に入って手にしてくれるかは、相手次

第だ。

　「やあやあ、こんなスゴい本ができたし、読んで

みてよ。絶対気に入るから」なんてずかずかと相手

の心に踏み込むことは、ためらわれる。それは、か

つて自分も通り過ぎた年齢にも拘わらず、わかった

つもりになることができない相手だからだと思う。

　本は、顔が見えない一対一のメディア。その人

が必要な時、そのタイミングで出会わなければ、

時間をただ費やさせただけで終わってしまう。だ

からむしろ「こんなものができたけど、どうかな？」

という心持ちに近い。近づいてくれるのを待つ。

高野 麻結子

「14 歳の世渡り術」が、できること／で、できること。

https://www.kawade.co.jp/np/isbn/9784309617473/
https://www.kawade.co.jp/np/isbn/9784309617466/
https://www.kawade.co.jp/np/isbn/9784309617404/
https://www.kawade.co.jp/np/isbn/9784309617480/
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までに起こった、震災や戦争などの出来事と心身

の成長をタイムラインのように示してくれた。い

つも企画会議をしている会議室の大きなホワイト

ボードは、14 歳の歴史で埋められた。

●世渡りの「術」ってなんだろう

　中学生を読者対象としたシリーズ書籍が、ここ

数年でもいくつかの出版社から出ている。そんな

なかで「14 歳の世渡り術」の特徴を挙げるなら、「世

渡り“術”」と言うように、「方法」や「手段」「術」

を届けることにある。サバイバルではないけれど、

困った時に、自分の手元で道具を作れる。つまり、

自分の持っている言葉で考えたり、人と話したり、

向き合うことも、危険なら逃げることもできる。

　それができると、見知らぬものに出会ったり、

新しい風にあたることも、今より怖くはなくなる。

　未知の世界を、自分と異なる世界を、むやみに

拒まないように生きる術。それが世渡り術なので

はないか、そんな風に考えている。

　人間のことを知る時に、他の動物たちがどうし

ているのか、割と気になる。自分たち人間は賢い

のか。残念ながら、その答えが今の世界の姿だ。

視界を広げて、ぐるっと地球を眺めてみる。争い

を起こさずとも生き延びられる方法、言葉以外の

方法で自分の想いを伝える術…。そんなわけで、

生きものの研究に人生を捧げている粋な研究者の

方々に寄稿をお願いして『生きものは不思議』と

いう本が 2 月に生まれた。アマミホシゾラフグの

話もこの中にある。

　そういえば、アマミホシゾラフグの名前は、体

の小さな白い点を、奄美大島の夜空に見渡す限り

輝く星空に喩えて付けられたという。

　コツコツと世界を更新することを諦めずに続け

る。そして次の世代に渡す。そんな風に思いなが

らこのシリーズを作っている。

（たかの まゆこ：河出書房新社）

＜中学生以上、大人まで＞ 「14 歳の世渡り術」→

https://www.kawade.co.jp/np/yowatari.html　

いか、なぜ今この書き手で世に出す必要があるか

を伝えていく。

　１つの企画が 14 歳編集部の会議で通ると、編集

部長会議、各部署のトップが集まる最後の企画会

議へと進み、3段階の検討を経て、制作が始まる。

● 14 歳はどんな人？

　編集会議でよく話題になるのは、「リアル中学生

が読みたいものって、どんなものだろう？」とい

うこと。大人向けの、自分と同世代に向けた本な

ら、自分の関心を扱えば大きくは外れない。でも

そういうわけにもいかない。なのでみんな考える。

目まぐるしく流行も移り変わる中で、腰を据えて

考えてみたいことってなんだろう。

　自分が中学生の頃は、SNS もなかったし、時間

の流れも、関わる人間の数も、ずっと少なかった。

人間は、他者と関わりながら群れで生きる動物だ。

だからその数が増えれば、そのぶん負荷がかかる。

心や頭がいくつあっても、足りない。そんな若い人、

そして変化し続ける人に、何をどんな風に届けら

れるだろう。

　自分がわからない相手に、作った本を好きになっ

てもらうのは無理だ。だからまず、相手をよく研

究しなくちゃ。そう思って、図書館司書の方に話

を聞いたり、中学校の先生にお願いして中学生と

座談会をしたり、スクールカウンセラーの方に来

社いただいて、彼らがどんな人生を歩んできたか

を教えてもらった。カウンセラーの方は編集部の

みんなに向けて、今の 14 歳が生まれてから今日

©Naoya Hata （『生きものは不思議』より）

https://www.kawade.co.jp/np/yowatari.html
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　2021 年４月から中学校司書になりました。前年

に引き続きコロナ対策をとりながら、生徒全員にタ

ブレットがいきわたり、ICT教育が進められました。

コロナ対策のために図書館利用に制限がかかること

と、タブレット利用を進めために、調べ学習で紙資

料の利用が今までよりかなり減ってしまいました。

　このような状況の中でも、時期を遅らせて 5月か

らオリエンテーションを始めると目に見えて利用者

が増えてきました。

　６月からは委員会活動も始まり、委員長の熱意に

引っ張られ、いろいろな企画（朝読カード、本の福

袋、クラス対抗読書大会、図書委員発行の図書便り）

を制約がある中、できるだけ生徒のやりたい気持ち

を尊重して補助してきました。

　図書委員のおすすめ本コーナーがあり、初めは目

立たなかったのですが、２学期の終わりごろからこ

のコーナーに立ち寄る生徒が増えました。図書委員

発行の図書便りも発行すれば必ず何人か借りていき

ます。大人が出す図書案内よりも同じ年代の子が進

める本に興味があるようです。

　夏休み前には一番利用者が増え、昼休みには人数

が数え切れなくなるほどでした。その後は次第に落

ち着き、よく利用してくれる生徒の顔も覚えられる

ようになりました。

　この学校に来た当初「ここは落ち着いている地域」

と言われたように「ええ子（良い子）が多いな」と

いうのが第一印象で、３月になった今でも変わりま

せん。住宅街の中にあり、学校の中も校外ものんび

りしています。そのためかリクエストの本が少ない

です。予約本の準備に時間がかり「本が届きました」

と知らせても、生徒から「もう買ってしまった」と

言われることもあります。

　年末に３年生が図書館にマンガがあるのを見つけ

て、「今まで知らなかった！『名探偵コナン』も『ド

ラゴンボール』もある！」と、友人と喜んでいまし

た。マンガも置いていますが授業中は木製のカバー

で目隠しして、昼休みと放課後しか目に触れないよ

うに配慮しているので気付かなかったのでしょう。

　各クラスに本好きな生徒がいます。また、今まで

マンガしか読まなかった生徒が、ライトノベルを読

むことで、本を読みとおす自信がついたのかいろい

ろなジャンルの本を読むようになったこともありま

す。ラノベを読む生徒と、文学系の本を読む生徒が

混在しています。

　この中学校では例年ビブリオバトルをしており、

今年は３年生だけ実施しました。クラスごとにチャ

ンプ本を決める決勝戦に５クラス全部見学に行かせ

てもらいました。生徒の発表の上手さと、選んだ本

がしっかりした内容のものが多いのに驚きました。

意外だったのは生徒が自分で購入した本が多い事で

す。発言の機会がある時は、「図書館にも置いてい

ます」と、図書館に足を運ぶきっかけになればと宣

伝しています。様々な要因で１、２年は見送られた

のが残念に思いました。

　ビブリオバトルの決勝参加本を見ると、本の好み

が大人の本に近く、映画化された本やベストセラー

作家の本が並びます。普段から直木賞、本屋大賞の

本、新聞等で話題の本が人気です。読書が好きな子

でも岩波少年文庫など、司書が読んでほしい本には

なかなか手が伸びません。今はまず本を楽しんでも

らうことにしています。

　２月下旬から３年生は英語の授業で図書館を利用

しています。絵本を英訳してタブレットを使い、５

分間の紙芝居をつくるためです。各クラスに本の好

きな子がいて、昔好きだった絵本があると嬉しそう

に「ハリー」「そうべえ」「ぐりとぐら」「かばくん」「じ

ぷた」などのタイトルを挙げます。何度も読んだ本

にまた出会うのが本当に嬉しいことだと気づかされ

ました。コロナ対策として机を離したり、1クラス

ごとに机や本を消毒したりと大変でしたが、生徒に

来てもらって初めてわかること、再確認できること

があり大変勉強になりました。

　その後、生徒の発表を見学する機会があり、その

斬新なアイデアに驚きました。発表が５分なので本

本を選ぶ中学校版

小川 靖子

学校図書館に異動になって一年
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文の省略が必要となってきます。絵本から多くの場

面を用いて英訳したグループもあれば、別のグルー

プでは英訳に合うように他所からイラストを持って

くるなどして独自の世界を作っていました。タブ

レットを使うことで自分の思いを伝える工夫がで

き、表現の幅が広がると感じました。

　図書館以外の活動で、養護教諭と選んだ本を保健

室に置くと、思った以上に読んでもらえました。

　１年を通して思うのは、先生から利用を直前に言

われる事が多かったことです。「今日、本が要る」「明

日使う」では準備に限界があります。これからは 1

日でも早く予定を知らせてもらえるような関係を築

きたいです。４月の異動で新任研修の時「生徒と顔

を合わせるまでの辛抱」と言われたのが心に残って

います。

　“働く場所は変わっても、利用者に対する心構え

は同じ。生徒に接することが、どうすれば本を手に

取ってもらえるか、もっと使いやすくするにはどう

したらいいか、次は何をしようと考える原動力にな

る”と実感しました。　

　今年の経験を活かして、来年も学校勤務を希望し、

もっとやりたい事が見えてきました。

（おがわ　やすこ：元中学校司書）

本を選ぶ中学校版

http://www.tokyodoshuppan.com
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